
－プログラム－

０．【概要説明】
シャレットワークショップ越前大野
の概要

１．【全体計画】

２．【水の全体計画】

３．【工場と工場跡地利用計画】

４．【河川と生活】

５．【町家集合住宅計画】

６．【町家計画】

７．【商店街再生計画】





建築学会主催によるシャレットワークショップの意味
（継続的な主体によるシャレットワークショップの開催）

公的機関が全国から意欲の高い参加者（大学院レベル）を募り、
合宿形式によるワークショップを開催することで、一大学やコン
サルタントの垣根を超えた効果を期待できる

↓

・行政や街の人々からの信用を得たコミュニケーションが可能
・都市計画や建築の専門家による集中的指導とディスカッション
（手厚い教育比率）
・全国各地を対象とした日頃の研究や知見をベースに、質の
高い調査・分析と提案をすることができる



シャレットワークショップにより期待できる効果と影響

■参加者への教育効果

・包括的なまちづくりデザインの実践教育により、都市計画や
建築のジャンルにとらわれない総合的な視野を養い、地域に
根ざしたまちづくりの専門家を育成する。
・

■まちづくりへの影響

・第三者からの具体的なビジョンにより、まちづくりの議論を
活性化し、促進する。（分かりやすい絵や図面の提供）

・行政や市民の意識啓発

・新しい人的ネットワークの形成





■大野市の位置

越前大野城

七間通り



安政5年（1858年）の上水路
と下水路（背割り水路）

昭和22年（1947年）の市街地
の街区割り

昭和45年の市街地の街区割り

市街地の変遷





大野市の主なハード整備事業

街なみ環境整備事業の整備実施区域

整備完了済事例



大野市の主なハード整備事業





シャレットワークショップの位置づけ





１日目 まち歩き／印象発表



２日目 レクチャー／グループ
ワーク



３日目 グループワーク／
エスキスチェック／
中間発表



４日目 グループワーク／
エスキスチェック



５日目 グループワーク／
最終発表会



１日目（９月１日）：まち歩き



１日目（９月１日）：グループワーク



１日目（９月１日）：まちの印象発表



２日目（９月２日）：レクチャー



２日目（９月２日）：グループ編成



２日目（９月２日）：エスキスチェック



３日目（９月３日）：中間発表会 （輝センター）



３日目（９月３日）：中間発表会 （輝センター）



４日目（９月４日）：グループワーク



５日目（９月５日）：グル－プワーク



５日目（９月５日）：最終発表会



５日目（９月５日）：最終発表会



県民福井 2010年9月2日掲載 福井新聞 2010年9月2日掲載

１日目の新聞記事



福井新聞 2010年9月6日掲載

５日目の新聞記事


